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財政援助団体等監査報告書 
 

第１ 監査の概要 

 

１ 監査の対象   ※( )は、所管する部課 

   公の施設の指定管理者 

    株式会社オールプロジェクト    （健康こども部 こども政策課） 

   補助金交付、出資団体及び公の施設の指定管理者 

    公益財団法人 君津市文化振興財団 （教育部 生涯学習文化課） 

 

２ 監査の範囲 

   令和３年度における公の施設の指定管理者として行った当該施設の管理運営に係る出

納及び事務執行並びに所管課での指定管理に係る事務執行状況、令和３年度に君津市が

交付した補助金に係る出納その他の事務執行状況、市が出資している団体に係る運営状

況 

 

３ 監査実施日 

   公の施設の指定管理者             令和４年６月２９日 

   補助金交付、出資団体及び公の施設の指定管理者 令和４年７月１３日 

 

４ 監査の場所 

   監査室及び現地 

 

５ 監査の主眼及び方法 

   令和３年度における君津市の公の施設を管理している指定管理者の施設管理に係る出

納その他の事務、令和３年度に君津市が交付した補助金に係る出納その他の事務及び君津

市が出資している団体（基本金の１／４以上）の運営に係る事務が、関係法令にのっとり

適正かつ効率的に行われているかなどを主眼に置き、監査資料及び関係諸帳簿を調査（補

助職員の事前予備調査含む。）するとともに、関係職員から説明を聴取して実施した。 
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株式会社 オールプロジェクト 

（公の施設名：君津市子育て支援センター） 

 

１ 指定管理者 

   株式会社 オールプロジェクト（所在地 君津市人見９１４番地の１） 

 

２ 公の施設の概要 

（１） 名   称  君津市子育て支援センター 

（２） 施設所在地  君津市南子安１丁目２番１７号 

（３） 設置年月日  平成２１年１１月１日 

（４）  設置の目的  乳幼児の健やかな育成を図るとともに、子育て家庭を支援することを目的とする。 

（５） 建物の概要  

   ア 鉄筋コンクリート造り１階建て 

イ 敷地面積  １，６８６．９０㎡ 

   ウ 延床面積    ４０５．００㎡ 

（６） 施設の概要 

   ア プレイルーム １２９．９９㎡ 

   イ 多目的室   １３０．５０㎡ 

   ウ 授乳・調乳室  １４．５０㎡ 

   エ 相談室      ９．８０㎡ 

   オ ラウンジ    １９．２５㎡ 

   カ 多目的トイレ   ７．５０㎡ 

   キ トイレ      ６．３０㎡ 

   ク 事務室     ２０．４０㎡ 

   ケ 倉 庫     ２４．５０㎡ 

   コ ホール     １７．９７㎡ 

   サ 給湯室      ５．８８㎡ 

   シ その他     １８．４１㎡ 

   ス 設 備   バギー置場、駐輪場 

   セ 備 品   事務机、事務イス、パソコン、電話機、テレビ、ベビーベッド、加湿器、 

キーボード、冷蔵庫、洗濯機、ＡＥＤ等 

 

３ 施設の開館時間等  

（１） 開館時間  午前９時から午後５時まで 

（２） 休館日 

   ア 毎週月曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する国民の祝日 

ウ 年末年始 １２月２９日から翌年の１月３日まで 

第２ 監査の結果 
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４ 管理運営に関する協定 

基本協定 君津市子育て支援センターの管理及び運営に関する基本協定書 

    指定期間   平成３１年４月１日～平成３４年３月３１日 

年度協定  君津市子育て支援センターの管理及び運営に関する年度協定書 

      協定期間   令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

 

５ 指定管理者が行う業務 （君津市子育て支援センター管理業務仕様書より抜粋） 

（１）子育て支援センターの運営 

（２）子育て支援センターの使用の許可 

（３）子育て支援センターの使用の不許可 

（４）子育て支援センターの使用の許可の取消し 

（５）施設全般の管理運営 

（６）施設の建物及び設備の維持管理 

（７）アンケートの実施 

（８）月例報告書の作成及び提出 

（９）事業計画書の作成及び提出 

（１０）収支計画書の作成及び提出 

（１１）事業報告書の作成及び提出 

（１２）その他（傷害保険、施設賠償責任保険への加入） 

 

６ 人員の配置等 （令和４年４月１日現在） 

    センター長１人、センター長補佐１人、保育士１人、保育補助１人 

 

７ 管理業務費用   8,509,000円（令和３年度） 

 

８ 事業実績 （令和３年度事業報告書より抜粋） 

（１）地域支援事業として、「育児サポート講習会」の実施や君津亀山少年自然の家において「森へ行こ

う」と題し自然造形活動を実施。 

（２）講習等の実施状況 

   ア ノロウイルス     令和３年１１月実施 

   イ 知っ得！教育費    令和３年１１月、１２月、令和４年１月、３月実施 

   ウ 骨盤の大切さと体操  令和３年１１月実施 

   エ その他「絵本の会」、「紙しばいの会」等を実施。 

（３）子育て関連情報の提供に関する事業 

   ア パンフレットやホームページによる情報提供 

   イ 行事予定等を掲載した月間カレンダーの配布、掲示 

（４）高齢者との交流、中学生の職場体験受け入れ等の世代間、異年齢児童との交流に関する事業は新

型コロナウイルス感染予防のため、中止。 

（５）内部研修として、「新型コロナウイルス感染予防」や「接遇とマナー」等、様々なテーマの研       

修を年間を通じて実施。 
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（６）自主イベント等として、「ラジオ体操」や「わらべうたで遊ぼう」等を実施。 

（７）その他 

   ア アンケート調査を実施し、利用者のニーズ等を公表、掲示している。 

   イ 感染症予防、拡大防止対策（手洗い、手指消毒、玩具等の消毒、寝具の洗濯、清掃等）を常

に意識し、利用者及び職員の健康管理に努めるとともに、換気も常時実施。 

 

９ 利用状況  （令和３年度事業報告書より抜粋） 

（１）利用状況                         （単位：人、日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）多目的室の利用状況 

    おもちゃ病院の玩具修理や君津市保育課主催事業等により利用している。 

  

月 保護者 児童 計
内

市外者
開館
日数

１日平均
人数

4月 392 276 668 - 25 27

5月 326 252 578 - 24 24

6月 415 365 780 2 26 30

7月 505 461 966 4 24 40

8月 401 387 788 - 18 44

9月 - - - - - -

10月 482 425 907 5 26 35

11月 456 376 832 2 23 36

12月 455 415 870 10 24 36

1月 255 235 490 - 14 35

2月 - - - - - -

3月 207 183 390 2 9 43

合計 3,894 3,375 7,269 25 213 -
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（３）相談の状況                        （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 収支状況  （令和３年度事業報告書より抜粋）  

（１）収入                                  （単位：円） 

 

 

 

 

（２）支出                                  （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｾﾝﾀｰ内 電話
ＰＣ
ﾒｰﾙ

出張 保育士 教諭

4月 13 7 6 6 7

5月 9 6 3 4 5

6月 9 7 2 3 6

7月 18 16 2 7 11

8月 7 7 3 4

9月 6 6 3 3

10月 10 10 5 5

11月 15 14 1 6 9

12月 13 9 4 6 7

1月 7 4 3 4 3

2月 3 3 1 2

3月 5 3 2 2 3

合計 115 83 32 0 0 50 65

月 件数
内訳：相談経路 内訳：相談担当者

科　目 決算額

指定管理料 8,509,000

収入合計（Ａ） 8,509,000

備　　　考

君津市より受託収入 4,7,10,1月

科　目 決算額

人件費 6,659,536 給与、法定福利費、福利厚生費 6,659,536

事務費 50,590 事務用品費、消耗品費 50,590

事業費 294,228 旅費交通費 66,203

通信費 192,005

子育て広場全国連絡協議会年会費 8,000

子育て広場総合補償制度加入 28,020

管理費 446,012 事業系一般廃棄物処理費、雑費、修繕費 85,800

サーバーホスティング 51,920

振込手数料 6,642

運営管理費 301,650

支出合計（Ｂ） 7,450,366

収支　（Ａ）-（Ｂ） 1,058,634

　備　　考
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  指定管理業務に係る収入は、市からの指定管理に係る年度協定に基づく受託事業収入である。 

支出の主なものは、保護者からの相談対応や子育て支援センター内での保育補助に係る人件費665万

9,536円（89.4％）、ゴミの収集処理委託や施設等の維持にかかる経費等の管理費44万6,012円（6.0％）、

ネット回線や電話に係る通信費等の事業費29万 4,228円（3.9％）である。  

 

監査の結果  

  公の施設の管理運営業務に係る出納及びその他の事務の処理状況について、おおむね適正に処理され

ていると認められた。 

 

むすび 

  子育て支援センターは、乳幼児の健やかな育成を図るとともに、子育て家庭を支援するために設置さ

れた施設である。 

  指定管理者は、新型コロナウイルス感染症の予防・蔓延防止対策を講じながら講習会等を実施すると

ともに、施設内の清掃や玩具の消毒等、安心して利用できる環境づくりに努めている。また、新型コロ

ナウイルス感染症拡大に伴う施設休館時においても電話による相談対応を行うなど子育て家庭の支援

にも取り組まれている。 

  今後も、指定管理者は、安全・安心で満足度の高いサービスの提供ができる運営を望むものである。 
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公益財団法人 君津市文化振興財団 

（公の施設：君津市民文化ホール） 

 

１ 設立の趣旨 

   市民の文化芸術の普及及び向上を図るための各種の文化芸術事業を行うとともに、市民

の多彩な文化芸術活動を支援し、もって地域文化の振興に寄与することを目的とし、平成

２年３月２８日に設立、平成２４年４月１日に公益財団法人に移行し、現在に至っている。 

 

２ 基本財産  20,000,000円（100％君津市出資） 

 

３ 事務所所在地  君津市三直６２２番地 

 

４ 事業内容（定款第４条抜粋） 

（１）文化芸術の鑑賞の機会の提供  

（２）地域文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供 

（３）文化芸術に関する講座等の開催及び体験の機会の提供 

（４）すぐれた文化芸術活動の担い手の育成 

（５）君津市民文化ホールの管理及び運営 

（６）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

５ 役員及び組織（令和４年４月１日現在） 

（１）評議員       ８人 

（２）役 員  理 事 長  １人 

        理   事  ７人（理事長除く） 

        監   事  ２人 

（３）事務局      １４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 公の施設の概要 

（１）名   称 君津市民文化ホール 

（２）施設所在地 君津市三直６２２番地 

（３）設置年月日 平成２年９月１３日 

（４）設置の目的 地域文化の振興を図り、もって市民の福祉の向上に資することを目的とす 

る。  

※館長は非常勤

管理係

　係長１人、主査１人、嘱託職員３人

設備係

　嘱託職員４人

館長１人 副館長１人

　副主査１人、主任主事１人、嘱託職員１人

事業係



- 8 - 
 

 

（５）施設の構造 鉄筋コンクリート・鉄骨鉄筋コンクリート造 地下１階・地上４階建 

（６）施設の面積 ア 延床面積   ８，７９２．１６㎡ 

         イ 敷地面積  ５４，８７７．５０㎡ 

（７）施設の内容 ア 大ホール 

         イ 中ホール 

         ウ リハーサル室 

         エ 練習室１，２ 

         オ 会議室 

         カ 和室１，２，３ 

         キ 楽屋１，２，３，４，５ 

         ク 市民ギャラリー 

         ケ 事務室、館長室 

         コ 設備 

         サ 備品 

 

７ 市補助金  4,000,000 円（令和３年度決算による） 

   市民文化ホール自主事業補助金  4,000,000円 

     多くの市民に、低料金で様々な分野の優れた芸術文化を提供することにより、地域

の文化振興を図ることができる。 

   総事業費  52,412,840円 

 

８ 管理運営に関する協定 

   基本協定 君津市民文化ホールの管理及び運営に関する基本協定 

        指定期間 平成２９年４月１日～平成３４年３月３１日 

   年度協定 君津市民文化ホールの管理及び運営に関する年度協定  

        協定期間 令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

 

９ 管理業務費用  117,000,000円（令和３年度） 

 

10 過年度損失補償金 10,843,113円 

  （新型コロナウイルス感染症による損失への補償） 

 

11 事業実績及び収支決算の状況 

   公益財団法人君津市文化振興財団から提出された令和３年度事業報告書・決算書は次の

とおりである。（抜粋） 
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 ホール等の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 稼働率：利用日数を利用可能日で除したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用 利用
可能日 日数 午前 午後 夜間

大ホール 296 212 71.6% 168 176 143 50,212人

中ホール 299 204 68.2% 159 133 94 20,997人

リハーサル室 308 296 96.1% 210 212 252 6,430人

小　計 903 712 78.8% 537 521 489 77,639人

練習室１ 308 247 80.2% 162 210 164 1,226人

練習室２ 308 221 71.8% 142 155 113 689人

会議室 308 150 48.7% 97 118 80 674人

和室１ 308 97 31.5% 78 87 50 19人

和室２ 308 97 31.5% 80 84 51 38人

和室３ 308 97 31.5% 80 84 51 34人

ギャラリー 308 123 39.9% 119 110 45 665人

合　計 3,059 1,744 57.0% 1,295 1,369 1,043 80,984人

施設名 稼働率
利用回数

利用人数
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 君津市民文化ホール利用料                      （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４月分基本利用料金には令和２年度中に徴収した令和３年度分の基本利用料金を含めて計上 

※△マークは新型コロナウイルスによる施設の利用中止による基本利用料金の還付額 

年・月 基本利用料金 割増・施設利用料金 合　計

3,123,310

△ 331,760

778,820

△ 77,990

358,750

△ 87,230

823,600

△ 87,120

889,810

△ 159,280

460,660

△ 76,230

539,390

△ 1,650

648,175

0

590,885

△ 26,400

729,110

△ 119,680

542,280

△ 443,960

425,900

△ 42,130

（内、徴収額計） 9,910,690

（内、還付額計） △ 1,453,430

合　計 8,457,260 11,722,995 20,180,255

令和　４年　２月

令和　４年　３月

令和　３年　４月

令和　３年　５月

令和　３年　６月

令和　３年　７月

令和　３年　８月

令和　３年　９月

1,297,480

令和　３年１０月

令和　３年１１月

令和　３年１２月

令和　４年　１月

1,054,500

1,052,880

463,740

1,216,955

1,287,260

3,846,050

1,753,710

735,260

1,953,435

2,017,790

1,001,290

1,003,305

1,535,980

1,923,675

1,861,965

2,015,100

532,695

1,405,670

434,375

617,520

618,875

998,240

1,275,500



【  決 算 書 】

貸　 借　 対　 照　 表

令和４ 年３ 月３ １ 日現在
（ 単位： 円）

科 目 当年度 前年度 増　 減

Ⅰ　 資産の部
　 １ ． 流動資産

現金預金 20, 184, 407 18, 941, 072 1, 243, 335

未収金 1, 983, 144 95, 400 1, 887, 744

前払金 1, 484, 020 624, 062 859, 958

立替金 36, 000 60, 120 △ 24, 120

流動資産合計 23, 687, 571 19, 720, 654 3, 966, 917

　 ２ ． 固定資産

（ １ ） 基本財産

定期預金 20, 000, 000 20, 000, 000 0

基本財産合計 20, 000, 000 20, 000, 000 0

（ ２ ） 特定資産

退職給付引当資産 57, 860, 270 54, 451, 560 3, 408, 710

特定資産合計 57, 860, 270 54, 451, 560 3, 408, 710

（ ３ ） その他固定資産

リ ース資産 178, 048 1, 897, 798 △ 1, 719, 750

ソ フ ト ウェ ア 166, 500 366, 300 △ 199, 800

その他固定資産合計 344, 548 2, 264, 098 △ 1, 919, 550

固定資産合計 78, 204, 818 76, 715, 658 1, 489, 160

101, 892, 389 96, 436, 312 5, 456, 077

Ⅱ　 負債の部

  １ ． 流動負債　

未払金 10, 647, 194 11, 323, 871 △ 676, 677

未払消費税等 3, 663, 300 1, 761, 400 1, 901, 900

未払法人税等 70, 000 70, 000 0

リ ース債務 0 1, 790, 471 △ 1, 790, 471

前受金 4, 431, 655 2, 135, 790 2, 295, 865

預り 金 2, 748, 564 1, 782, 025 966, 539

賞与引当金 2, 978, 889 2, 970, 637 8, 252

流動負債合計 24, 539, 602 21, 834, 194 2, 705, 408

  ２ ． 固定負債　

退職給付引当金 57, 860, 270 54, 451, 560 3, 408, 710

固定負債合計 57, 860, 270 54, 451, 560 3, 408, 710

負 債 合 計 82, 399, 872 76, 285, 754 6, 114, 118

Ⅲ　 正味財産の部

　 １ ． 指定正味財産

君津市出捐金 20, 000, 000 20, 000, 000 0

指定正味財産合計 20, 000, 000 20, 000, 000 0

（ う ち基本財産への充当額） ( 20, 000, 000) ( 20, 000, 000) ( 　 　 　 　  0)

（ う ち特定資産への充当額） (          0) (          0) ( 　 　 　 　  0)

　 ２ ． 一般正味財産 △ 507, 483 150, 558 △ 658, 041

（ う ち基本財産への充当額） (          0) (          0) ( 　 　 　 　  0)

（ う ち特定資産への充当額） (          0) (          0) ( 　 　 　 　  0)

正 味 財 産 合 計 19, 492, 517 20, 150, 558 △ 658, 041

101, 892, 389 96, 436, 312 5, 456, 077負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

資 産 合 計

- 11 -



- 12 -



１ ． 重要な会計方針

（ １ ） 固定資産の減価償却の方法

什器備品、 ソフト ウェ ア 　 定額法によっている。 但し 、 １ 個又は１ 組の取得価額が３ ０

万円未満の資産については合計３ ０ ０ 万円を限度額とし 、 税務

上の「 中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入

の特例制度」 により 法人税額を算定しているため、 会計処理も

これに合わせて一括費用処理を行っている。

リ ース資産

所有権移転ファイナンス・ リ ース取引に係るリ ース資産

　 　 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　 所有権移転外ファイナンス・ リ ース取引に係るリ ース資産

リ ース期間を耐用年数とし 、 残存価額を零とする定額法によっている。

（ ２ ） 引当金の計上基準

①賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、 支給見込額のう ち当期に帰属する額を引当計上

している。

②退職給付引当金

期末自己都合退職給付支給額に相当する金額を引当計上している。

（ ３ ） リ ース取引の処理について

①所有権移転外ファイナンスリ ース取引

売買取引に準じた会計処理によっている。 但し 、 重要性の乏しいリ ース取引（ １ 件あた

り のリ ース料総額が３ ０ ０ 万円未満） は、 引き続き賃貸借取引に準じた会計処理によって

いる。

②所有権移転ファイナンスリ ース取引

売買取引に準じた会計処理によっている。

（ ４ ） 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、 税込方式によっている。

２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　 　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のとおり である。

（ 単位： 円）

前 期 末 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 当 期 末 残 高

基本財産

20, 000, 000 0 0 20, 000, 000

20, 000, 000 0 0 20, 000, 000

特定資産

54, 451, 560 3, 408, 710 0 57, 860, 270

54, 451, 560 3, 408, 710 0 57, 860, 270

74, 451, 560 3, 408, 710 0 77, 860, 270合 計

財務諸表に対する注記

科 目

　 定期預金

小 計

　 退職給付引当資産

小 計
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３ ． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　 　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のと おり である。

（ 単位： 円）

基本財産

特定資産

４ ． 固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高

　 　 固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高は、 次のと おり である。

（ 単位： 円）

５ ． 補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及びその残高

　 　 補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及びその残高は、 次のと おり である。

（ 単位： 円）

交 付 者

君津市

君津市

厚生労働省

文化庁

千葉県

経済産業省

６ ． その他

　 　 一般正味財産期末残高がマイ ナス（ △507, 483円） になっ ているが、 こ れは一時的なも の

　 であり 、 翌年度に経済産業省補助金及び君津市過年度損失補償金を受け入れ、 こ のマイ ナス

　 は解消さ れる見込みである。

当該補償金は当年度に対するも のなので、 本来であれば未収計上すべき であっ たが、

　 受入額を適切に見込めなかっ たため、 翌年度の収入と する。

0 －

－

0 －

0 －

ｺﾝﾃﾝﾂｸﾞ ﾛ ﾊー゙ ﾙ需要創
出促進･基盤整備事
業費補助金

0 1, 332, 000 1, 332, 000

指定管理者過年度
損失補償金

10, 843, 113 10, 843, 1130

0

0 5, 264, 000

166, 500

(          0)

(          0)

( 20, 000, 000) (          0)

取 得 価 額

－

(          0)

8, 598, 752

( う ち 負 債 に
対 応 す る 額 )

( 20, 000, 000) (          0) －

(          0)

( う ち 指定正味財産
か ら の 充 当 額 )

( う ち 一般正味財産
か ら の 充 当 額 )

( 57, 860, 270)

( 57, 860, 270)

2, 835, 000

リ ース資産

0

貸借対照表上
の記載区分

( 57, 860, 270)77, 860, 270

178, 048

合 計

11, 433, 752

当 期 末 残 高

　 退職給付引当資産

小 計

科 目

　 定期預金

小 計

57, 860, 270

当 期 末 残 高

20, 000, 000

57, 860, 270

20, 000, 000

科 目

合 計　 　

( 20, 000, 000)

2, 668, 500

(          0)

減 価 償 却 累 計 額

344, 54811, 089, 204

8, 420, 704

ソ フ ト ウェ ア

当 期
減 少 額

自主事業補助金 4, 000, 000

当 期 末
残 高

0

当 期
増 加 額

補 助 金 等 の 名 称
前 期 末
残 高

23, 040, 613

4, 000, 000

0 －

－

0 －1, 546, 500

55, 000

0

小規模事業場産業医
活動助成金

55, 000

文化芸術振興費補助
金（ 2件）

0 23, 040, 613

千葉交響楽団演奏会
負担金

0 1, 546, 500

合 計

5, 264, 000
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１ ． 基本財産及び特定資産の明細

　 　 財務諸表に対する注記２ に記載をしているので、 内容の記載を省略している。

２ ． 引当金の明細

（ 単位： 円）

目 的 使 用 そ の 他

賞与引当金 2, 970, 637 2, 978, 889 2, 970, 637 0 2, 978, 889

退職給付引当金 54, 451, 560 3, 408, 710 0 0 57, 860, 270

当期末残高

附属明細書

科 目 期 首 残 高 当 期 増 加 額
当 期 減 少 額
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（１）事業実績 

  ア 地域文化の振興に関する事業 

    コロナ禍においても、感染防止対策を行いながら自主事業・共催事業・後援事業を年

間通じて企画・実施することで、市民が幅広い様々なジャンルの芸術文化と身近に接す

る機会を提供し、地域文化の向上、振興及び育成を図っている。また、ホールの使用拡

大及び自主事業等の宣伝を目的に情報紙の配布や広報きみつ等の各種媒体による広報を

行っている。 

  イ 公の施設の管理及び運営事業 

    指定管理者として当財団の定款及び君津市民文化ホールの管理及び運営に関する協定

に基づき、市民にとって利用しやすい公平・公正な施設運営に配慮し、貸館業務等の利

用促進に努め、君津市民文化ホールの管理運営業務を行っている。 

（２）収支決算の状況 

  ア 貸借対照表 

    資産の主なものとして、流動資産においては現金預金 2,018万 4,407円、未収金 198

万 3,144円及び前払金 148万 4,020円である。固定資産においては基本財産の定期預金

2,000万円及び特定資産の退職給付引当資産 5,786万 270円である。 

    負債の主なものとして、流動負債においては未払金 1,064万 7,194円、未払消費税等

366万 3,300円及び前受金 443万 1,655円である。固定負債においては退職給付引当金

5,786万 270円である。 

  イ 正味財産増減計算書    

    君津市民文化ホールにおける収支を見ると、収益の主なものは、市からの指定管理業

務料収益１億 1,700 万円（当期経常収益計の 63.3％）、利用料金収益 2,018 万 255 円

（10.9％)及び自主事業収益 3,113万 670円（16.8％)である。 

    費用の主なものとして、事業費では給料手当 2,927 万 6,244 円（当期経常費用計の

14.9％）及び委託費 1億 756万 7,211円（54.8％）である。次に、管理費では管理運営

に係る給料手当 223万 7,478円（1.1％）及び委託費 277万 6,761円（1.4％)である。 

 

監査の結果 

 出納及びその他の事務の処理状況について、定款、決裁規程及び経理規程等に基づき、おお

むね適正に処理されていると認められた。 

 

監査の意見 

 君津市文化振興財団の経営状況については、長引く新型コロナウイルス感染症の影響を大き

く受けている状況である。 

 引き続き管理経費等の削減を進めるとともに、利用料金制度における効率的・効果的な運営

に努めていただきたい。 
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むすび 

 君津市文化振興財団は、君津市民文化ホールの指定管理者として、地域随一の音響設備を誇

るホール等を管理し、施設の稼働率向上に向け、様々な世代をターゲットにした公演や映画上

映を実施している。また、コロナ禍においても、広く利用者アンケートを実施し、その結果を

企画運営等に生かすなど、経営努力が見受けられる。 

 今後も引き続き事業企画の研鑽に努められ、文化芸術の振興、文化活動の機会提供を通して、

市の文化の拠点として、地域文化の発展に寄与されるとともに、当施設の老朽化についても所

管課と密な協議を重ね、施設の維持管理に努められることを望むものである。 



 


